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　＊高質な住宅供給の促進
　＊良好な住環境の維持・誘導
　＊高質な住宅ストック流通の活性化

�������	
������������

　＊六甲山や河川と調和したすまいづくりの規制・誘導
　＊街並みを生かしたすまいづくりの規制・誘導
　＊地球環境に配慮した緑豊かなすまいづくりの推進

�������	
�������������

　＊老朽住宅等の解消
　＊既存住宅の改善による減災の促進
　＊防犯に配慮した住宅供給と防犯力向上の促進

�������	
������������

　＊高齢者等に配慮した住宅改善・供給の推進
　＊保健・医療・福祉等と連携したすまいづくりの推進
　＊ユニバーサルデザインの推進

�������	
�����������

　＊公営住宅等の適切な維持管理とストック活用
　＊マンションの適切な維持管理と改善
　＊既存住宅のリフォームの推進

���������	
���������
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　＊すまいに関する意識啓発
　＊適切な住情報の提供システムの確立
　＊災害など緊急時対応へのコミュニティの育成支援

�����������������������

　＊あらゆる世代を対象とした｢すまい教育｣の推進と
　　ネットワークの形成
　＊歴史的・文化的に重要な建築物等の保全・活用

　

本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
を
迎
え
る
な
ど
社
会
経
済
情

勢
が
著
し
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
施
策
を
取
り
巻

く
課
題
が
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
多
様
化
す
る
中
で
、

平
成
十
八
年
六
月
に
は
「
住
生
活
基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
、

住
宅
施
策
に
関
す
る
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

   
国
際
文
化
住
宅
都
市
・
芦
屋
の
特
性
を
考
慮
し
、
新
た

な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
芦
屋
市
の
将
来
像
と
し

て
「
芦
屋
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
「
す
ま
い
」
と
「
環
境
」
に
対
す
る
意

識
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
行
政
組
織
内
は
も
と
よ
り
関

係
機
関
、
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
協
働
す
る
横
断
的
な

施
策
構
成
と
し
、
芦
屋
ら
し
い
「
安
全
・
安
心
」
な
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
左
表
概
要
に
表
示
さ
れ
て

い
る
基
本
理
念
お
よ
び
目
標
を
実
現
す
る

た
め
、
十
五
の
施
策
が
あ
り
、
さ
ら
に
六

つ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
住
宅
課
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

�
�
�
�
�
�

①
高
質
な
住
宅
供
給
と
良
好
な
住
環
境
の

形
成
②
高
質
な
住
宅
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
環
境
整
備
③
芦
屋
ら
し
い
景

観
形
成
を
通
じ
た
良
好
な
住
環
境
の
保

全
・
育
成
④
地
域
主
体
の
取
り
組
み
に
よ

る
地
域
ル
ー
ル
づ
く
り
の
支
援
⑤
歴
史

的
・
文
化
的
建
築
物
等
の
保
全
・
活
用
、

⑥
循
環
型
社
会
に
資
す
る
環
境
共
生
型
住

宅
の
供
給
促
進
⑦
多
様
な
選
択
が
可
能
な

す
ま
い
づ
く
り
の
推
進
⑧
子
育
て
・
高
齢

者
施
策
等
と
連
携
し
た
施
策
の
推
進
⑨
最

低
居
住
面
積
水
準
未
満
住
宅
の
解
消
⑩
住

宅
の
耐
震
化
等
の
推
進
⑪
市
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
の
策
定
⑫
総
合
的

な
住
宅
相
談
窓
口
の
設
置
⑬
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
支
援

⑭
す
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
等
の
開
催
⑮
す
ま
い
感
・
住
文
化
を

育
て
る
す
ま
い
教
育
等
の
導
入

�
�
�
�
�
�
�
�

①
「
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
づ
く
り

②
「
わ
が
家
の
安
全
・
安
心
」
の
確
保

③
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
の
更
新
・
改
善

④
福
祉
施
策
と
連
携
し
た
す
ま
い
の
整
備

⑤
す
ま
い
と
ま
ち
を
考
え
る
機
会
の
創
出

⑥「
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」

　

の
策
定
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　マンション管理組合等の管理者のかたも、地震保険等と別に、
マンションの共用部分について 棟単位で、すべての自然災害
による住宅再建共済に加入できます。
����　月額200円×マンション住宅戸数×３月までの月数
����　〈再建等〉300万円×新たな住戸数
　　　　　〈補　修〉（25万円～100万円）×加入時の住戸数
　　　　　※詳細については、下記へお問い合わせください。
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　「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カラー刷
り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化―。
それらにふれつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行政
の動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など盛り
だくさんの情報が、写真170点のほかイラストや地図と
ともにわかりやすく掲載しています。ご活用ください。
�����　市役所行政情報コーナー・ラポルテ市民
サービスコーナー　���　300円
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生
家
は
製
パ
ン
業
家
で
し
た
か
ら
、
私

も
八
歳
か
ら
仕
事
を
手
伝
い
、
も
う
五
十

年
以
上
も
パ
ン
作
り
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
日
本
に
来
た
の
は
一
九
六
五
年
、

二
十
二
歳
の
時
。
フ
ラ
ン
ス
の
職
人
組
合

か
ら
派
遣
さ
れ
、東
京
で
開
催
さ
れ
た「
国

際
見
本
市
」
で
パ
ン
づ
く
り
の
実
演
を
す

る
た
め
で
し
た
。
不
思
議
な
縁
と
い
う
も

の
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
の
一
年
前
に

母
が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
生
き
て
い

れ
ば
私
の
日
本
行
き
に
反
対
し
て
、
私
は

日
本
に
来
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
神
戸
「
ド
ン
ク
」
に
技
術
指

導
者
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
七
年
間
在
籍
。

そ
し
て
、
二
十
七
歳
の
と
き
に
日
本
人
の

女
性
と
結
婚
し
、
息
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
九
七
二
年
に
は
、
松
ノ
内
町
の
ド
ン
ク

　

芦
屋
店
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で「
ビ
ゴ
の
店
」

一
号
店
を
開
店
。
こ
の
店
の
名
前
は
ね
、

先
代
の
ド
ン
ク
の
社
長
が
つ
け
て
く
れ
た

も
の
な
ん
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
三
十
八
年
で
す
よ
。

小
さ
な
店
で
し
た
け
ど
、
天
然
素
材
に
こ

だ
わ
っ
た
私
の
パ
ン
は
芦
屋
の
皆
さ
ん
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

芦
屋
と
い
う
ま
ち
は
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
て
環
境
は
と
て
も
い
い
け
ど
、
食
べ
物

商
売
に
は
と
て
も
厳
し
い
。
い
い
も
の
は

い
い
と
分
か
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思

う
け
ど
、
間
違
い
を
許
さ
な
い
シ
ビ
ア
な

と
こ
ろ
だ
と
思
う
ね
。

　

芦
屋
で
開
店
し
て
か
ら
、
十
年
後
に
は

Ｊ
Ｒ
駅
前
の
開
発
事
業
が
始
ま
っ
た
の
で
、

本
店
を
現
在
の
業
平
町
に
移
し
ま
し
た
。

ま
た
、
阪
神
間
や
東
京
・
横
浜
、
芦
屋
市

内
に
も
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
店
舗

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
の
と
き
に
は
、
本
店
を
含

め
市
内
に
八
店
舗
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
の
五
店
舗
が
被
災
。
清
水
町
の
二
号

店
は
全
焼
し
、
業
平
町
の
本
店
付
近
の
木

造
建
築
は
軒
並
み
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
従
業
員
の
無
事
を
確
認
し
た
り
、

本
店
の 
瓦 

�
 
礫 
の
中
か
ら
テ
ー
ブ
ル
を
引
っ

��

張
り
出
し
て
無
事
だ
っ
た
商
品
を
並
べ
、

道
行
く
人
に
無
償
で
パ
ン
を
配
り
ま
し
た
。

今
で
も
「
あ
の
時
は
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
困
っ
た

時
に
助
け
合
う
の
は
当
然
の
こ
と
や
け
ど
、

や
は
り
う
れ
し
い
ね
。
こ
こ
で
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
。

　

今
は
、
二
人
の
息
子
と
一
緒
に
仕
事
し
、

こ
こ
で
育
っ
た
職
人
た
ち
も
独
立
し
て
全

国
で
そ
れ
ぞ
れ
に
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
の
心
境
？

　

そ
う
ね
…
、
満
足
の
い
く
も
の
を
出
し

て
こ
ら
れ
た
。
正
直
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
な
も
の
、
無
添
加
の

お
い
し
い
パ
ン
を
作
っ
て
い
き
ま
す
よ
。

　

芦
屋
の
皆
さ
ん
も
、
お
い
し
い
ビ
ゴ
の

パ
ン
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
ね
！
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一
九
四
二
年
九
月
十
七
日
、
フ
ラ
ン
ス

ル
・
マ
ン
生
ま
れ
。
六
三
年
、パ
リ
で
フ
ラ

ン
ス
パ
ン
の
世
界
的
権
威
者
レ
イ
モ
ン
・

カ
ル
ベ
ル
氏
に
師
事
。六
五
年
来
日
。七
二

年
二
月
、「
ビ
ゴ
の
店
」一
号
店
開
店
。

　

フ
ラ
ン
ス
農
事
功
労
賞
シ
ュ
バ
リ
エ
勲

章（
八
二
年
）・
学
術
教
育
功
労
賞
オ
フ
ィ

シ
エ
勲
章（
九
〇
年
）・
フ
ラ
ン
ス
最
高
の

栄
誉
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章（
二
〇
〇

三
年
）ほ
か
を
受
賞
。

　

現
在
、市
内
や
全
国
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

社
長
を
務
め
る
一
方
、大
学
ほ
か
で
の
講

演
・
講
習
、テ
レ
ビ
出
演
な
ど
で
活
躍
。

　

著
書
に「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ゴ
の
パ
ン
」

（
柴
田
書
店
）。
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地
震
に
よ
る
住
宅
や
建
築
物
の
倒
壊
、

ま
た
地
震
被
害
を
減
少
さ
せ
る
「
減
災
」

の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
、
新
た

に
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
率
の
目
標
を

定
め
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
を
示
し
た
「
芦
屋
市
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
住
宅
の
現
況
耐
震
化
率　
87

％
を
、
平
成
二
十
七
年
度
に　

％
以
上
と

98

し
、
多
く
の
か
た
が
利
用
す
る
建
築
物
等

の
現
況
耐
震
化
率　

％
を
、
平
成
二
十
七

62

年
度
に　

％
以
上
と
す
る
こ
と
な
ど
の
ほ

93

か
、
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
促
進
す
る

た
め
の
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

わ
ず
か
な
負
担（
一
戸
建
て
の
場
合
三

千
円
）で
、わ
が
家
の
地
震
に
対
す
る
安
全

性
を
確
認
で
き
る
「
簡
易
耐
震
診
断
推
進

事
業
」、耐
震
性
能
が
不
足
す
る
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
県
の
助
成
に
上
乗

せ
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
費
に
係
る
助
成

（
一
戸
建
て
の
場
合
、工
事
費
の
四
分
の
一
、

上
限
三
十
万
円
）を
す
る「
住
宅
耐
震
改
修

促
進
事
業
」、
学
校
・
病
院
・
福
祉
施
設
等

（
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に

に
着
工
し
た
三
階
建
以
上
一
千
㎡
以
上

の
建
築
物
）の
耐
震
診
断
に
係
る
費
用
を

助
成
す
る
「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築

物
に
係
る
耐
震
診
断
補
助
事
業
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

建
築
指
導
課
へ
。

���������

���　５月14日（水）午後２時30分～４時　
���　市役所北館３階会議室５
���　宅地の安全性等に疑問をお持ちのかた
�������	
��

���　５月21日（水）午後１時30分～４時30分
���　市関係機関と合同で危険箇所の把握に努め、状況に応じて注意・指導等を実施
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　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づく審議会の市民
委員を、次のとおり公募します。
�����　①一般廃棄物の減量化及び再資源化の推進に関すること
　　　　　　②分別収集の実施に関すること
　　　　　　③啓発活動に関すること
�����　若干名　
�����　２年　
�����　市内在住で20歳以上（４月１日現在）のかた　
�����　５月23日（金）までに「廃棄物の減量化・再資源化」に関
　　　　　　する作文（800字以内、書式自由）、住所・氏名・電話番号・
　　　　　　生年月日・性別を記入し、簡易書留等で下記へ応募して
　　　　　　ください。決定後、ご本人へ通知します。
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　第８管区海上保安本部では、沿岸
周辺海域の監視警戒活動を強化する
ための取り組みを実施しています。
　海上・沿岸域で見慣れない船や無
灯火等の不審な船舶等を発見した場
合などは、直ちに����、または最寄
りの海上保安部署へ、通報するよう
にお願いします。
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　５月29日（木）午前４時から
６月６日（金）午前６時まで、阪
神高速道路３号神戸線（摩耶～芦
屋）の上下線約10㎞において、
通行止め工事を実施します。

　詳しくは、阪神高速ホーム
ペ ー ジ（http://www.hanshin-
exp.co.jp）をご覧ください。

���������
�����　５月18日（日）午前10時～午後４時
�����　総合公園（陽光町1-1）
������阪急バス71系統・総合公園前下車
　　　　　　※有料駐車場あり
������飲食模擬店/フリーマーケット（午後
　　　　　　３時30分まで）/消防・はしご車体験/
　　　　　　防災体験/音楽・コーラス/少年サッ
　　　　　　カー大会/ちびっこ広場/花苗交換会
　　　　　　/体育協会総合開会式（午前中、陸上
　　　　　　競技場内）/花苗販売ほか
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　森と緑を守り育てていくための
「緑の募金」にご協力ください。
　昨年度は、市民の皆さんなどか
ら750,555円の募金をいただきま
した。募金の半額は地域活動助成
金として市に還元され、学校園の
緑化や県下の森林保全活動や巨樹
の保存に役立てられました。
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は 市 役 所（�31-2121）
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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